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人
事
院
が
５
月
１
日
、
国
家

公
務
員
の
夏
季
一
時
金
を
、

０
・
２
月
分
（
期
末
手
当
０
・

１５
月
、
勤
勉
手
当
０
・
０５
月
）

凍
結
・
削
減
す
る
特
例
措
置
の

勧
告
を
行
い
ま
し
た
。
愛
知
県

本
部
は
、
こ
の
特
例
措
置
に
断

固
抗
議
す
る
と
と
も
に
、
政
府

に
対
し
て
、
勧
告
の
実
施
を
行

わ
な
い
よ
う
求
め
、
自
治
体
当

局
へ
は
、
不
当
な
勧
告
に
追
随

す
る
こ
と
な
く
、
国
民
・
労
働

者
の
生
活
を
守
る
観
点
か
ら
、

削
減
を
行
わ
な
い
よ
う
全
自
治

体
へ
の
申
し
入
れ
を
行
い
ま

す
。
各
単
組
は
、
た
だ
ち
に
当

局
へ
の
申
し
入
れ
行
動
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
組
合
の
な
い

自
治
体
に
つ
い
て
は
、
５
月
１２

日
か
ら
は
じ
ま
る
自
治
体
キ
ャ

ラ
バ
ン
で
申
し
入
れ
行
動
を
強

め
る
こ
と
と
し
ま
す
。

県
本
部
は
こ
れ
ま
で
、
各
組

合
か
ら
の
人
事
院
へ
の
「
緊
急

打
電
行
動
」
や
「
職
場
決
議
」

運
動
と
あ
わ
せ
、
人
事
院
中
部

事
務
局
交
渉
や
愛
知
県
人
事
委

員
会
要
請
な
ど
を
展
開
し
て
き

ま
し
た
。
交
渉
の
中
で
中
部
人

事
院
は
「
地
方
事
務
局
で
は
説

明
す
る
情
報
も
な
い
。
本
院
に

伝
え
る
」
と
し
た
回
答
に
と
ど

ま
り
、
交
渉
参
加
者
か
ら
の

「
人
事
院
は
説
明
責
任
を
果
た

す
べ
き
。
本
院
に
伝
え
る
だ
け

で
は
す
ま
さ
れ
な
い
」
の
追
求

に
「
権
限
が
な
い
」
の
一
点
ば

り
で
、
削
減
の
根
拠
す
ら
示
せ

な
い
、
不
当
な
も
の
で
あ
る
こ

と
を
明
ら
か
に
さ
せ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
県
人
事
委
員
会
は

「
人
事
院
の
調
査
は
大
手
の
み

の
企
業
単
位
に
な
っ
て
い
る
。

本
調
査
も
は
じ
ま
っ
て
お
り
、

臨
時
調
査
は
見
送
っ
た
」
こ
と

を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

�
削
減
は
不
当
�の

庁
内
世
論
を

特
例
勧
告
の
不
当
性
を
職
場

の
す
み
ず
み
に
広
げ
、
削
減
反

対
の
庁
内
世
論
を
大
き
く
広
げ

ま
し
ょ
う
。
連
休
明
け
に
も
政

府
は
閣
議
決
定
し
、
国
会
に
上

程
し
よ
う
と
し
て
お
り
、
地
元

選
出
の
国
会
議
員
へ
の
要
請
行

動
な
ど
も
強
め
ま
し
ょ
う
。

５５
月月
１１
日日
、、
澄澄
みみ
きき
っっ
たた
青青
空空
のの
もも
とと
、、
名名
古古
屋屋

市市
・・
白白
川川
公公
園園
でで
行行
わわ
れれ
たた
第第
８８００
回回
愛愛
知知
県県
中中
央央
メメ

ーー
デデ
ーー
にに
はは
、、
４４
５５
００
００
人人
がが
、、
県県
内内
６６
ヵヵ
所所
のの
地地

域域
メメ
ーー
デデ
ーー
をを
合合
わわ
せせ
６６
００
００
００
人人
がが
参参
加加
しし
まま
しし

たた
。。「「
なな
くく
そそ
うう
失失
業業
とと
貧貧
困困
」」、、「「
非非
正正
規規
、、
派派
遣遣

切切
りり
やや
めめ
よよ
」」、、「「
医医
師師
・・
看看
護護
師師
をを
増増
やや
しし
てて
」」、、「「
憲憲

法法
９９
条条
守守
れれ
」」
なな
どど
切切
実実
なな
思思
いい
をを
込込
めめ
たた
デデ
ココ
レレ

ーー
シシ
ョョ
ンン
やや
ププ
ララ
カカ
ーー
ドド
をを
持持
っっ
たた
労労
働働
者者
のの
声声
がが

ああ
がが
りり
まま
しし
たた
。。（（
写写
真真
・・
右右
））

県
中
央
メ
ー
デ
ー
で
、
羽
根

克
明
実
行
委
員
長
（
愛
労
連
議

長
）
は
、「
未
曾
有
の
雇
用
危

機
の
も
と
で
も
、
首
を
切
ら
れ

た
労
働
者
が
、
泣
き
寝
入
り
せ

ず
労
働
組
合
に
結
集
し
て
た
た

か
い
、反
撃
が
始
ま
っ
て
い
る
。

今
ま
さ
に
、
労
働
組
合
の
存
在

意
義
と
役
割
が
問
わ
れ
て
い

る
。
貧
困
と
失
業
を
な
く
し
、

雇
用
の
確
保
、
働
く
ル
ー
ル
の

確
立
、
憲
法
改
悪
反
対
、
政
治

の
転
換
に
む
け
て
意
気
高
く
た

た
か
お
う
」
と
よ
び
か
け
ま
し

た
。は

じ
め
て
メ
ー
デ
ー
に
参
加

し
た
名
古
屋
市
職
労
・
衛
生
支

部
の
上
田
早
穂
さ
ん
は
「
こ
ん

な
に
た
く
さ
ん
人
が
い
て
、
お

ど
ろ
き
ま
し
た
。
誰
も
が
安
心

し
て
生
活
で
き
る
よ
う
に
仕
事

を
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

メ
ー
デ
ー
宣
言
を
採
択
し
た

あ
と
、
３
コ
ー
ス
に
わ
か
れ
て

デ
モ
行
進
し
ま
し
た
。（
２
面

に
地
域
メ
ー
デ
ー
写
真
）

４
月
２６
日
投
票
で
行
わ
れ
た

名
古
屋
市
長
選
挙
で
、
自
治
労

連
愛
知
県
本
部
が
推
薦
し
た
太

田
よ
し
ろ
う
候
補
は
、
名
古
屋

ブ
ロ
ッ
ク
の
組
合
を
先
頭
に
奮

闘
し
ま
し
た
が
、
当
選
に
は
い

た
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

太
田
よ
し
ろ
う
候
補
の
勝
利

に
向
け
て
奮
闘
さ
れ
た
多
く
の

み
な
さ
ん
に
、
厚
く
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。

選
挙
戦
で
は
、「
税
金
の
ム

ダ
づ
か
い
を
な
く
し
、
福
祉
日

本
一
を
と
り
も
ど
す
」
と
訴
え

た
太
田
候
補
と
「
名
古
屋
革
新

市
政
の
会
」
の
大
奮
闘
で
政
策

面
で
は
リ
ー
ド
し
、
多
く
の
市

民
の
み
な
さ
ん
に
共
感
を
広

げ
、
細
川
・
河
村
両
候
補
と
も

「
名
古
屋
城
本
丸
御
殿
の
凍

結
・
見
直
し
」、「
中
学
卒
業
ま

で
の
医
療
費
の
無
料
化
」
を
言

及
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
と
こ

ろ
へ
追
い
込
み
ま
し
た
。

太
田
候
補
の
政
策
は
、
マ
ス

コ
ミ
関
係
者
も
「
一
番
す
ば
ら

し
い
」
と
こ
ぞ
っ
て
認
め
る
ほ

ど
で
、
１
７
５
万
有
権
者
へ
の

働
き
か
け
が
十
分
に
行
う
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
多
く
の
市
民
か

ら
支
持
と
共
感
が
得
ら
れ
た
は

ず
で
す
。

市
長
選
挙
前
段
で
と
り
く
ま

れ
た
「『
名
古
屋
市
の
公
立
保

育
園
の
廃
止
・
民
営
化
す
る
こ

と
の
是
非
を
問
う
』
住
民
投
票

条
例
制
定
請
求
」の
運
動
で
は
、

名
古
屋
ブ
ロ
ッ
ク
の
仲
間
を
は

じ
め
全
市
的
な
支
援
で
と
り
く

み
が
す
す
め
ら
れ
、
１３
万
筆
に

迫
る
署
名
が
集
約
さ
れ
る
画
期

的
な
到
達
点
を
築
き
ま
し
た
。

「
オ
ー
ル
与
党
」
勢
力
は
市

議
会
で
否
決
を
し
ま
し
た
が
、

１３
万
筆
の
署
名
に
託
さ
れ
た

「
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成

長
と
公
立
保
育
園
を
な
く
さ
な

い
で
」
の
願
い
と
、
選
挙
戦
で

訴
え
て
き
た
政
策
の
実
現
の
た

め
に
、
市
民
の
み
な
さ
ん
と
と

も
に
運
動
を
つ
よ
め
る
と
同
時

に
、
間
近
に
せ
ま
っ
て
い
る
総

選
挙
で
は
、
国
民
本
位
の
政
治

の
実
現
を
め
ざ
し
て
奮
闘
す
る

も
の
で
す
。

自
治
労
連
愛
知
県
本
部

２
０
０
９
年
４
月
２７
日

中部人事院に要請書を提出する梅野委員長

道道
理理
なな
きき
一一
時時
金金
削削
減減
をを
許許
すす
なな
！！

ななくくそそうう失業とと貧貧困困
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住
民
要
求
実
現
に
全
力
あ
げ
ま
す

名名名名名名名名名
古古古古古古古古古
屋屋屋屋屋屋屋屋屋
市市市市市市市市市
長長長長長長長長長
選選選選選選選選選
挙挙挙挙挙挙挙挙挙
ののののののののの
結結結結結結結結結
果果果果果果果果果
ににににににににに
つつつつつつつつつ
いいいいいいいいい
ててててててててて
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『
雇
用
守
れ
』の
大
合
唱

豊豊橋橋市市職職労労

新
規
採
用
者
の
１
０
０
％
組
織
化
を
め
ざ
し
、
各
単
組

で
説
明
会
や
歓
迎
会
な
ど
が
開
催
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
に
未

加
入
者
の
加
入
含
め
１
０
４
３
人
の
新
た
な
仲
間
を
組
合

に
迎
え
て
い
ま
す
。
豊
橋
市
職
労
と
名
古
屋
市
職
労
・
名

水
労
な
ど
の
歓
迎
会
の
と
り
く
み
を
紹
介
し
ま
す
。

豊
橋
市
職
労
は
、
４
月
１８
〜

１９
日
、
新
入
組
合
員
歓
迎
会
を

行
い
、
１
７
０
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

プ
ロ
の
落
語
家
に
よ
る
演
目

「
２１
世
紀
は
組
合
だ
」
で
、
組

合
の
重
要
性
を
笑
い
な
が
ら
学

び
、
そ
の
後
、
青
年
部
企
画
に

よ
る
ゲ
ー
ム
で
交
流
し
ま
し

た
。
当
初
、
日
帰
り
の
歓
迎
会

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

「
新
歓
は
、
同
期
が
そ
ろ
う
最

初
で
最
後
の
機
会
。
自
分
た
ち

も
歓
迎
会
を
機
に
親
交
を
深
め

た
。
今
年
の
新
人
に
も
ぜ
ひ
、

宿
泊
さ
せ
て
あ
げ
た
い
」
と
青

年
部
の
強
い
主
張
に
よ
り
宿
泊

へ
と
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

地域
メーデー

上・一宮地域メーデー
中・尾北地域メーデー
下・東三河地域メーデー

名
古
屋
市
の
各
組
合
は
合
同

で
４
月
２２
日
、
マ
リ
オ
ッ
ト
ア

ソ
シ
ア
ホ
テ
ル
で
フ
レ
ッ
シ
ャ

ー
ズ
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
き
ま
し

た
。４
６
５
人
の
新
規
職
員
と
、

９７
人
の
先
輩
職
員
で
会
場
は
超

満
員
。
抽
選
で
選
ば
れ
た
加
藤

さ
ん
（
森
の
里
保
育
園
）
が
乾

杯
の
合
図
を
と
る
と
、
い
っ
せ

い
に
友
達
づ
く
り
が
ス
タ
ー

ト
。
実
行
委
員
が
用
意
し
た
ミ

ニ
Ｄ
Ｖ
Ｄ
や
誕
生
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
な
ど
で
、
交
流
を
深
め
あ
い

ま
し
た
。

「
子
ど
も
が
大
好
き
」
と
話

す
後
藤
さ
ん
（
大
森
保
育
園
）

は
、「
小
さ
い
と
き
か
ら
の
夢

だ
っ
た
か
ら
、
大
変
だ
け
ど
幸

せ
」
と
仕
事
始
め
の
感
動
を
話

し
ま
し
た
。

憲
法
施
行
６２
周
年
の
５
月
３

日
、「
い
か
そ
う
憲
法
、
暮
ら

し
と
平
和
に
」
を
テ
ー
マ
に
、

名
古
屋
市
公
会
堂
で
「
市
民
の

つ
ど
い
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

愛
知
憲
法
会
議
が
開
催
し
た
も

の
で
、
１
９
０
０
人
以
上
が
参

加
し
ま
し
た
。
脚
本
家
の
ジ
ェ

ー
ム
ス
三
木
氏
が
「
シ
ナ
リ
オ

に
秘
め
た
憲
法
の
こ
こ
ろ
」
と

題
し
て
講
演
。「
平
和
憲
法
の

も
と
、
６０
年
間
日
本
は
戦
争
で

人
を
殺
し
も
、
殺
さ
れ
も
し
ま

せ
ん
で
し
た
。
こ
の
バ
ト
ン
を

私
た
ち
の
子
孫
に
渡
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
語
り
、
日
本

国
憲
法
が
世
界
最
高
の
憲
法
で

あ
る
こ
と
を
強
調
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞

を
受
賞
し
た
益
川
敏
英
さ
ん
の

「
二
度
と
戦
争
を
し
な
い
と

誓
っ
た
立
場
で
、
国
際
協
力
の

道
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
大

切
」
と
し
た
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
が

紹
介
さ
れ
、
「
笑
工
房
」
の
「
地

球
の
す
み
ず
み
に
憲
法
の
花

を
」
と
題
し
た
漫
談
で
、
会
場

は
爆
笑
に
つ
つ
ま
れ
ま
し
た
。
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自自治治労労連連共共済済 名名古古屋屋市市職職労労・・病病職職労労・・
名名水水労労・・学学事事労労・・関関連連
労労組組火火 災災 共共 済済

を
子
ど
も
た
ち
に

憲法記念
のつどい

反
貧
困
集
会
の
全
体
集
会
の

よ
う
す 「

な
く
そ
う
！
官
製
ワ
ー
キ

ン
グ
プ
ア

反
貧
困
集
会
」
が

４
月
２６
日
、
東
京
で
開
か
れ
ま

し
た
。
自
治
労
連
の
組
合
役
員

や
弁
護
士
な
ど
幅
広
い
実
行
委

員
会
が
共
同
で
開
い
た
も
の

で
、
公
務
・
公
共
サ
ー
ビ
ス
な

ど
の
職
場
で
は
た
ら
く
、
非
正

規
労
働
者
４
０
０
人
以
上
が
参

加
し
ま
し
た
。
集
会
で
は
、
貧

困
と
格
差
を
な
く
せ
の
声
が
社

会
的
な
世
論
と
な
っ
て
い
る

中
、
役
所
内
で
の
低
賃
金
労
働

者
の
拡
大
と
と
も
に
、
役
所
の

仕
事
を
受
注
し
た
、
事
業
所
で

の
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
の
拡
大
な

ど
が
告
発
さ
れ
ま
し
た
。

官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア

反
貧
困
集
会
に
４
０
０
人

１１時間間でで３３３３００筆筆
倉倉田田康康弘弘ささんんのの
公公務務災災害害認認定定をを
求求めめるる署署名名行行動動

元
刈
谷
市
職
員
・
倉
田
康
弘

さ
ん
の
公
務
災
害
認
定
を
求
め

る
街
頭
署
名
行
動
が
、
５
月
３

日
、
憲
法
記
念
の
集
会
に
あ
わ

せ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
わ
ず
か

１
時
間
の
行
動
で
し
た
が
、
つ

ど
い
に
参
加
す
る
方
々
が
次
々

と
署
名
し
、
３
３
０
筆
が
集
ま

り
ま
し
た
。

単単
組組
定定
期期
大大
会会

役役
員員
紹紹
介介

愛
知
自
治
体
一
般
労
働
組
合

春
日
井
市
学
校
給
食
会
分
会

（
４
月
２５
日
）

分
会
長

礒
脇

秀
宏

副
分
会
長

中
嶋

章
子

副
分
会
長

武
田

浩
司

書
記
長

大
脇

健
司

国民平和大行進 コース表
桜丘高校（歓迎集会）

１７：１０～１７：４０

蒲郡市役所（終結集
会）
１７：２０～１８：０５

コープ安城よこやま
（くすのきハウス）
１５：２０～１５：３０

�豊田市役所→繁華街を一周 → 豊田市役所
１８：００～１８：２０ １９：００～１９：２０

刈谷市役所
１６：４５～１７：１０

東海市役所
１５：００～１５：３０

岩倉市役所
１５：３０～１６：００

春日井市役所
１５：３０～１６：１０

ピースアクション
（若宮ひろば）
１２：３０～１３：３０

名古屋市内集中行進（その他１１コース）

守山生涯学習センター
１６：３０～１７：００

ＪＲ稲沢駅ロータリー
１７：００～１７：３０

ＪＲ木曽川駅
１６：４０（流れ解散）

各務原市民プール横 （引継集会）
１２：１０～１２：３０

湖西西部公民館
１１：００

御津
生涯学習センター
（昼）

１２：４０～１３：３０

白山神社（昼）
１２：２０～１３：５０

野田公園（昼）
１２：３０～１３：５０

知多市役所（昼）
１２：００～１３：００

北名古屋市文化勤労会館（昼）
１２：５０～１３：４０

美濃町公民館（昼）
１２：００～１２：５０

西柳公園（昼）
１１：３０～１２：２０

尾張旭市民会館（昼）
１２：００～１３：００

稲沢市平和支所（昼）
１２：００～１３：００

尾西庁舎（昼）
１１：５０～１３：００

�豊橋市役所
８：１５～８：４５

�豊川稲荷公園
８：４５～９：２５

両町公園
（岡崎市役所北東）

９：００～９：２０

�知立市役所
９：３０～９：５０

常滑市役所
８：３０～９：００

名古屋市役所
８：１０～８：３５

�小牧市役所
９：００～９：３０

�中村公園
９：００～９：３０

宮川モール
９：００～９：１５

津島市役所
９：００～９：３０

一宮市役所
９：００～９：３０

江南市民文化会館
８：３０～８：５０

５／３１
（日）

６／１
（月）

６／２
（火）

６／３
（水）

６／４
（木）

６／５
（金）

６／６
（土）

６／７
（日）

６／８
（月）

６／９
（火）

６／１０
（水）

６／１１
（木）


